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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のデータ配線及び複数の群に区分される複数のゲート配線にそれぞれ連結される複
数の画素と、
　複数の感知電極と、
　複数の群に区分される複数の共通電極と、
　前記共通電極の複数の群について、同一の群に含まれる共通電極には同時に駆動信号を
供給する一方で、異なる群については各群を基準に駆動信号を順次に供給する共通電極駆
動部と、
　前記ゲート配線の複数の群について、各群別に各群に属するゲート配線にゲート信号を
順次に供給するゲート駆動部と、を含み、
　前記共通電極駆動部は、
　前記駆動信号が供給される期間以外の期間には、全ての共通電極に同一の共通電圧を供
給することを特徴とするタッチスクリーンパネル一体型液晶表示装置。
【請求項２】
　相互に離隔された第１および第２基板と、
　前記第１基板と前記第２基板との間に形成される液晶層と、をさらに含むことを特徴と
する請求項１に記載のタッチスクリーンパネル一体型液晶表示装置。
【請求項３】
　前記感知電極及び前記共通電極は、前記第１および第２基板のいずれか一方の異なる層
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に位置することを特徴とする請求項２に記載のタッチスクリーンパネル一体型液晶表示装
置。
【請求項４】
　前記感知電極と前記共通電極とは、互いに交差することを特徴とする請求項１～３のい
ずれか１項に記載のタッチスクリーンパネル一体型液晶表示装置。
【請求項５】
　前記共通電極は、順次に区分された複数の群を形成することを特徴とする請求項１～４
のいずれか１項に記載のタッチスクリーンパネル一体型液晶表示装置。
【請求項６】
　前記ゲート配線は、一定の順番差に基づいて区分された複数の群を形成することを特徴
とする請求項１～５のいずれか１項に記載のタッチスクリーンパネル一体型液晶表示装置
。
【請求項７】
　前記駆動信号は、前記共通電圧よりも高い電圧を有することを特徴とする請求項１～６
のいずれか１項に記載のタッチスクリーンパネル一体型液晶表示装置。
【請求項８】
　前記ゲート駆動部は、
　前記複数のゲート配線が奇数番目のゲート配線と偶数番目のゲート配線とに区分されて
なる２つの群について、各群別に各群に属するゲート配線にゲート信号を順次に供給する
ことを特徴とする請求項１～７のいずれか１項に記載のタッチスクリーンパネル一体型液
晶表示装置。
【請求項９】
　前記共通電極駆動部は、
　複数の奇数番目の共通電極及び複数の偶数番目の共通電極のそれぞれが順に区分されて
なる複数の群について、同一の群に含まれる共通電極には同時に駆動信号を供給する一方
で、異なる群については、奇数番目の共通電極からなる複数の群について各群を基準に駆
動信号を順次に供給し、偶数番目の共通電極からなる複数の群について各群を基準に駆動
信号を順次に供給することを特徴とする請求項８に記載のタッチスクリーンパネル一体型
液晶表示装置。
【請求項１０】
　奇数番目の共通電極からなる複数の群への駆動信号の供給は、奇数番目のゲート配線か
らなる群へのゲート信号の供給の前になされ、偶数番目の共通電極からなる複数の群への
駆動信号の供給は、偶数番目のゲート配線からなる群へのゲート信号の供給の前になされ
ることを特徴とする請求項９に記載のタッチスクリーンパネル一体型液晶表示装置。
【請求項１１】
　複数のデータ配線及び複数の群に区分される複数のゲート配線にそれぞれ連結される複
数の画素と、複数の感知電極と、複数の群に区分される複数の共通電極と、を含むタッチ
スクリーンパネル一体型液晶表示装置の駆動方法であって、
　複数の共通電極が順に区分されてなる複数の群について、同一の群に含まれる共通電極
には同時に駆動信号を供給する一方で、異なる群については各群を基準に駆動信号を順次
に供給し、かつ、複数のゲート配線が一定の順番差に基づき区分されてなる複数の群につ
いて、各群別に各群に属するゲート配線にゲート信号を順次に供給する段階（ａ）を含み
、
　前記段階（ａ）において、
　前記駆動信号が供給される期間以外の期間には、全ての共通電極に同一の共通電圧が供
給されることを特徴とするタッチスクリーンパネル一体型液晶表示装置の駆動方法。
【請求項１２】
　前記駆動信号は、前記共通電圧よりも高い電圧を有することを特徴とする請求項１１に
記載のタッチスクリーンパネル一体型液晶表示装置の駆動方法。
【請求項１３】
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　前記段階（ａ）において、
　順番差２を有するように、複数のゲート配線が、奇数番目のゲート配線と偶数番目のゲ
ート配線の２つの群に区分されることを特徴とする請求項１１または１２に記載のタッチ
スクリーンパネル一体型液晶表示装置の駆動方法。
【請求項１４】
　前記段階（ａ）において、
　複数の奇数番目の共通電極及び複数の偶数番目の共通電極のそれぞれが順に区分されて
なる複数の群について、同一の群に含まれる共通電極には同時に駆動信号が供給される一
方で、異なる群については、奇数番目の共通電極からなる複数の群について各群を基準に
駆動信号が順次に供給され、偶数番目の共通電極からなる複数の群について各群を基準に
駆動信号が順次に供給されることを特徴とする請求項１３に記載のタッチスクリーンパネ
ル一体型液晶表示装置の駆動方法。
【請求項１５】
　前記段階（ａ）において、
　奇数番目の共通電極からなる複数の群への駆動信号の供給は、奇数番目のゲート配線か
らなる群へのゲート信号の供給の前になされ、偶数番目の共通電極からなる複数の群への
駆動信号の供給は、偶数番目のゲート配線からなる群へのゲート信号の供給の前になされ
ることを特徴とする請求項１４に記載のタッチスクリーンパネル一体型液晶表示装置の駆
動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置及びその駆動方法に関し、特に、相互静電容量方式のタッチス
クリーンパネル一体型液晶表示装置及びその駆動方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　タッチスクリーンパネルは、映像表示装置などの画面に現れた指示の内容を人の手又は
物体で選択することにより、ユーザの命令を入力できるようにした入力装置である。
【０００３】
　そのために、タッチスクリーンパネルは、映像表示装置の前面（ｆｒｏｎｔ　ｆａｃｅ
）に備えられ、人の手又は物体が直接接触した接触位置を電気的信号に変換する。これに
より、接触位置により選択された指示の内容が入力信号として受け入れられる。
【０００４】
　このようなタッチスクリーンパネルは、キーボード及びマウスのように映像表示装置に
連結されて動作する別途の入力装置に取って代わることができるため、その利用範囲が次
第に広がっている傾向にある。
【０００５】
　タッチスクリーンパネルを実現する方式としては、抵抗膜方式、光感知方式、及び静電
容量方式などが挙げられており、このうち、静電容量方式のタッチスクリーンパネルは、
人の手又は物体が接触するとき、導電性感知パターンが周辺の他の感知パターン又は接地
電極などと形成する静電容量の変化を感知することで、接触位置を電気的信号に変換する
。
【０００６】
　このようなタッチスクリーンパネルは、一般に、液晶表示装置、有機電界発光表示装置
のような平板表示装置の外面に付着されて製品化される場合が多い。
【０００７】
　しかし、このように、タッチスクリーンパネルが平板表示装置の外面に取り付けられる
場合、タッチスクリーンパネルと平板表示装置との間に粘着層（接着層）が必要であり、
平板表示装置とは別途にタッチスクリーンパネルの形成工程が要求されるので、工程時間
及び工程コストが増加するという短所がある。



(4) JP 5385954 B2 2014.1.8

10

20

30

40

50

【０００８】
　また、上記従来の構造の場合、タッチスクリーンパネルが平板表示装置の外面に取り付
けられることによって、平板表示装置の全体的な厚さが増大するという短所がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】韓国公開特許第２００６－０００２２０４号公報
【特許文献２】韓国公開特許第２００９－００１９９０２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　本発明は上記事情に鑑みてなされたものであって、その目的は、工程時間及び工程コス
トを減少させ、厚さが薄いタッチスクリーンパネル一体型液晶表示装置及びその駆動方法
を提供することである。
【００１１】
　また、本発明の他の目的は、画質を低下させることなく、タッチ感度を増加させるタッ
チスクリーンパネル一体型液晶表示装置及びその駆動方法を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　上記目的を達成するための本発明の一側面によれば、本発明のタッチスクリーンパネル
一体型液晶表示装置は、複数のデータ配線及び複数の群に区分される複数のゲート配線に
それぞれ連結される複数の画素と、複数の感知電極と、複数の群に区分される複数の共通
電極と、前記共通電極の複数の群について、同一の群に含まれる共通電極には同時に駆動
信号を供給する一方で、異なる群については各群を基準に駆動信号を順次に供給する共通
電極駆動部と、前記ゲート配線の複数の群について、各群別に各群に属するゲート配線に
ゲート信号を順次に供給するゲート駆動部と、を含み、前記共通電極駆動部は、前記駆動
信号が供給される期間以外の期間には、全ての共通電極に同一の共通電圧を供給すること
を特徴とする。
【００１３】
　また、本発明のタッチスクリーンパネル一体型液晶表示装置は、相互に離隔された第１
および第２基板と、前記第１基板と前記第２基板との間に形成される液晶層と、をさらに
含むことを特徴とする。
【００１４】
　また、前記感知電極と前記共通電極は、前記第１および第２基板のいずれか一方の異な
る層に位置することを特徴とする。
【００１５】
　また、前記感知電極と前記共通電極とは、互いに交差することを特徴とする。
【００１６】
　また、前記共通電極は、順次に区分された複数の群を形成することを特徴とする。
【００１７】
　また、前記ゲート配線は、一定の順番差に基づいて区分された複数の群を形成すること
を特徴とする。
【００２０】
　また、前記駆動信号は、前記共通電圧よりも高い電圧を有することを特徴とする。
【００２１】
　更に、前記ゲート駆動部は、前記複数のゲート配線が奇数番目のゲート配線と偶数番目
のゲート配線とに区分されてなる２つの群について、各群別に各群に属するゲート配線に
ゲート信号を順次に供給することを特徴とする。
【００２２】
　更に、前記共通電極駆動部は、複数の奇数番目の共通電極及び複数の偶数番目の共通電
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極のそれぞれが順に区分されてなる複数の群について、同一の群に含まれる共通電極には
同時に駆動信号を供給する一方で、異なる群については、奇数番目の共通電極からなる複
数の群について各群を基準に駆動信号を順次に供給し、偶数番目の共通電極からなる複数
の群について各群を基準に駆動信号を順次に供給することを特徴とする。
【００２３】
　また、奇数番目の共通電極からなる複数の群への駆動信号の供給は、奇数番目のゲート
配線からなる群へのゲート信号の供給の前になされ、偶数番目の共通電極からなる複数の
群への駆動信号の供給は、偶数番目のゲート配線からなる群へのゲート信号の供給の前に
なされることを特徴とする。
【００２４】
　本発明のタッチスクリーンパネル一体型液晶表示装置の駆動方法は、複数のデータ配線
及び複数の群に区分される複数のゲート配線にそれぞれ連結される複数の画素と、複数の
感知電極と、複数の群に区分される複数の共通電極と、を含むタッチスクリーンパネル一
体型液晶表示装置の駆動方法であって、複数の共通電極が順に区分されてなる複数の群に
ついて、同一の群に含まれる共通電極には同時に駆動信号を供給する一方で、異なる群に
ついては各群を基準に駆動信号を順次に供給し、かつ、複数のゲート配線が一定の順番差
に基づき区分されてなる複数の群について、各群別に各群に属するゲート配線にゲート信
号を順次に供給する段階（ａ）を含み、前記段階（ａ）において、前記駆動信号が供給さ
れる期間以外の期間には、全ての共通電極に同一の共通電圧が供給されることを特徴とす
る。
【００２７】
　また、前記駆動信号は、前記共通電圧よりも高い電圧を有することを特徴とする。
【００２８】
　更に、前記段階（ａ）において、順番差２を有するように、複数のゲート配線が、奇数
番目のゲート配線及び偶数番目のゲート配線の２つの群に区分されることを特徴とする。
【００２９】
　また、前記段階（ａ）において、複数の奇数番目の共通電極及び複数の偶数番目の共通
電極のそれぞれが順に区分されてなる複数の群について、同一の群に含まれる共通電極に
は同時に駆動信号が供給される一方で、異なる群については、奇数番目の共通電極からな
る複数の群にについて各群を基準に駆動信号が順次に供給され、偶数番目の共通電極から
なる複数の群について各群を基準に駆動信号が順次に供給されることを特徴とする。
【００３０】
　更に、前記段階（ａ）において、奇数番目の共通電極からなる複数の群への駆動信号の
供給は、奇数番目のゲート配線からなる群へのゲート信号の供給の前になされ、偶数番目
の共通電極からなる複数の群への駆動信号の供給は、偶数番目のゲート配線からなる群へ
のゲート信号の供給の前になされることを特徴とする。
【発明の効果】
【００３１】
　本発明によれば、液晶表示装置に備えられる共通電極を相互静電容量方式のタッチスク
リーンパネルの駆動電極として用いることで、工程時間及び工程コストを減少させ、厚さ
が薄いタッチスクリーンパネル一体型液晶表示装置及びその駆動方法を提供できるという
効果を奏する。
【００３２】
　また、本発明によれば、画質を低下させることなく、タッチ感度を増加させるタッチス
クリーンパネル一体型液晶表示装置及びその駆動方法を提供できる。
【図面の簡単な説明】
【００３３】
【図１】本発明の実施形態に係るタッチスクリーンパネル一体型液晶表示装置を示すブロ
ック図である。
【図２】図１に示す画素の等価回路図である。
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【図３】本発明の実施形態に係るタッチスクリーンパネル一体型液晶表示装置の一領域の
断面図である。
【図４】図３に示す共通電極パターン（駆動電極）及び感知電極の構造を示す図である。
【図５】本発明の第１実施形態に係る駆動を示すグラフである。
【図６】図５に示す駆動のために共通電極駆動部及びゲート駆動部が提供する信号を示す
波形図である。
【図７】本発明の第２実施形態に係る駆動を示すグラフである。
【図８】図７に示す駆動のために共通電極駆動部及びゲート駆動部が提供する信号を示す
波形図である。
【図９】図３に示す共通電極パターン（駆動電極）及び感知電極の他の構造を示す図であ
る。
【図１０】本発明の第３実施形態に係る駆動を示すグラフである。
【図１１】図１０に示す駆動のために共通電極駆動部及びゲート駆動部が提供する信号を
示す波形図である。
【発明を実施するための形態】
【００３４】
　本発明の実施形態の具体的な事項は、詳細な説明及び図面に含まれている。
【００３５】
　本発明の利点及び特徴、そして、それらを達成する方法は添付する図面と共に詳細に後
述されている実施形態を参照すれば明確になる。しかし、本発明は以下で開示される実施
形態に限定されるものではなく、互いに異なる多様な形態で実現され、以下の説明におい
てある部分が他の部分と連結されているとするとき、これは直接的に連結されている場合
だけでなく、その中間に他の素子を介在して電気的に連結されている場合も含む。また、
図面において本発明と関係のない部分は、本発明の説明を明確にするために省略し、明細
書全体を通じて類似する部分については同じ図面符号を付した。
【００３６】
　以下、添付する図面を参照して本発明について説明する。
【００３７】
　図１は、本発明の実施形態に係るタッチスクリーンパネル一体型液晶表示装置を示すブ
ロック図である。特に、図１では、タッチスクリーンパネル一体型液晶表示装置が画像を
表示するための構成を中心に示した。図２は、図１に示す画素の等価回路図であり、図３
は、本実施形態に係るタッチスクリーンパネル一体型液晶表示装置の一領域の断面図であ
る。
【００３８】
　図１に示すように、本発明の一実施形態に係るタッチスクリーンパネル一体型液晶表示
装置は、第１方向（一例として、水平方向）に配列されたゲート配線Ｇ１～Ｇｎにゲート
信号を供給するゲート駆動部３、第１方向と交差する第２方向（一例として、垂直方向）
に配列されたデータ配線Ｄ１～Ｄｍにデータ信号を供給するデータ駆動部４、ゲート配線
Ｇ１～Ｇｎ及びデータ配線Ｄ１～Ｄｍと接続する薄膜トランジスタＴｒを含む複数の画素
Ｐ、並びに共通電極７０に共通電圧と駆動信号を供給する共通電極駆動部５を含み、ゲー
ト駆動部３、データ駆動部４、及び共通電極駆動部５を制御するためのタイミング制御部
６を更に含むことができる。
【００３９】
　液晶表示装置は、液晶の光学的異方性と分極性質を用いて画像を実現する表示装置であ
って、前記液晶は分子構造が細長く、配列に方向性を有する光学的異方性と電場内に置か
れる場合にその大きさに応じて分子の配列方向に変化される分極性質を帯びる。
【００４０】
　このため、液晶表示装置は、液晶層を間において画素電極と共通電極とを備えた第１基
板と第２基板とを合着させて構成された液晶パネルを必須構成要素とし、ゲート信号によ
って選択された画素の画素電極と共通電極にそれぞれデータ信号および共通電圧を印加し
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て画素電極と共通電極との間に所定の電界を形成した後、これにより変化した液晶の配列
角によってバックライトから供給される光の透過度を調節して映像を表示する。
【００４１】
　そのために、図２及び図３を参照すれば、タッチスクリーンパネル一体型液晶表示装置
は、液晶層９０を間に挟んで第１基板１１と第２基板６１とが対面して貼り合わされる構
成を有するが、このうち、第１基板１１の上面には、縦横に交差するゲート配線Ｇ１～Ｇ
ｎとデータ配線Ｄ１～Ｄｍが配列されることが可能であり、ゲート配線Ｇ１～Ｇｎとデー
タ配線Ｄ１～Ｄｍの交点には、薄膜トランジスタＴｒが各画素Ｐに形成された画素電極５
０と一対一で対応して接続されている。
【００４２】
　図２を参照して、これを詳細に詳察すると、ｉ番目のゲート配線Ｇｉとｊ番目のデータ
配線Ｄｊに連結された画素Ｐは、ｉ番目のゲート配線Ｇｉ及びｊ番目のデータ配線Ｄｊに
連結される薄膜トランジスタＴｒ、薄膜トランジスタＴｒに連結される画素電極５０、並
びに画素電極５０と共通電極７０に連結される液晶キャパシタ（ｌｉｑｕｉｄ　ｃｒｙｓ
ｔａｌ　ｃａｐａｃｉｔｏｒ）Ｃｌｃを含む。
【００４３】
　薄膜トランジスタＴｒは、図３に示すように、ゲート配線と連結されるゲート電極１５
及びソース／ドレイン電極３３，３５、ゲート電極１５とソース／ドレイン電極３３，３
５との間に形成される半導体層２３で構成される。ここで、半導体層２３は、アクティブ
層２３ａとオーミックコンタクト層２３ｂを含む。
【００４４】
　また、ゲート電極１５の上部にはゲート絶縁膜２０が形成され、ソース／ドレイン電極
３３，３５の上部には保護層４０が形成されている。保護層４０は、ドレイン電極３５を
露出するコンタクトホール４３を備える。
【００４５】
　更に、保護層４０の上部には画素電極５０が形成されており、コンタクトホール４３を
通じてドレイン電極３５と連結される。
【００４６】
　液晶キャパシタＣｌｃは、画素電極５０と第２基板６１の共通電極７０を両端子とし、
両電極５０，７０間の液晶層９０は誘電体として機能する。
【００４７】
　また、第１基板１１と向かい合う上部の第２基板６１には、その背面に、格子状のブラ
ックマトリックス６３、赤、緑、青色のカラーフィルタパターン６６ａ，６６ｂ，６６ｃ
、及び透明な共通電極７０が形成されている。格子状のブラックマトリックス６３は、ゲ
ート配線Ｇ１～Ｇｎ、データ配線Ｄ１～Ｄｍ、及び薄膜トランジスタＴｒなどの非表示領
域を隠すように各画素Ｐ領域を取り囲んでいる。赤、緑、青色のカラーフィルタパターン
６６ａ，６６ｂ，６６ｃは、ブラックマトリックス６３内部で各画素Ｐに対応するように
順次繰り返し配列されている。透明な共通電極７０は、カラーフィルタパターン６６の下
部に透明導電性物質（一例として、ＩＴＯ）で形成されている。
【００４８】
　ここで、カラーフィルタパターン６６と共通電極７０との間にはオーバーコート層（図
示せず）が更に形成され得る。また、ブラックマトリックス６３とカラーフィルタパター
ン６６の位置は変更され得るので、ブラックマトリックス６３とカラーフィルタパターン
６６が他の位置に形成される場合、共通電極７０は第２基板６１の内側面に形成され得る
。
【００４９】
　また、図３に示すように、第１及び２基板１１，６１の外側面にはそれぞれ第１及び２
偏光板８０，８２が付着され、画像が表示される方向に位置する偏光板上には、透明基板
としてのウィンドウ１９０が取り付けられる。
【００５０】



(8) JP 5385954 B2 2014.1.8

10

20

30

40

50

　図３に示す実施形態では、バックライト３００が第１基板１１の下部に位置する構造で
あるので、画像が第２基板６１方向に表示され、これにより、ウィンドウ１９０は粘着層
１９２によって第２偏光板８２上に取り付けられる。図３に示す実施形態では、第１偏光
板８０が備えられているため、バックライト３００が第１偏光板８０の下部に位置してい
る。
【００５１】
　このような構造を有するタッチスクリーンパネル一体型液晶表示装置の画像表示動作を
簡略に説明すれば、以下の通りである。
【００５２】
　まず、各画素Ｐに備えられた薄膜トランジスタＴｒのゲート電極１５にゲート信号が印
加されると、アクティブ層２３ａが活性化され、これにより、ソース電極３３は、ソース
電極３３と連結されたデータ配線３０から印加されるデータ信号を下部のアクティブ層２
３ａを介して所定間隔離間したドレイン電極３５に伝達する。
【００５３】
　このとき、ドレイン電極３５はコンタクトホール４３を通じて画素電極５０と電気的に
連結されるので、データ信号の電圧は画素電極５０に印加され、これは各画素Ｐに備えら
れたストレージキャパシタ（図示せず）に格納される。
【００５４】
　これにより、画素電極５０に印加された電圧と共通電極７０に印加された電圧の差に該
当する電圧に対応してその間の液晶の分子配列が調節されることによって、所定の画像が
表示される。
【００５５】
　従来の一般的な液晶表示装置の場合、共通電極７０は、第２基板６１の下部全面に一体
型で形成されて同じ共通電圧のみを印加される。
【００５６】
　これに対し、本実施形態に係るタッチスクリーンパネル一体型液晶表示装置は、共通電
極７０を分離された複数のパターンで形成し、共通電圧だけでなく、駆動信号を印加する
ことによって、これを相互静電容量方式タッチスクリーンパネルの駆動電極として活用す
ることを特徴とする。
【００５７】
　図４は、図３に示す共通電極パターン（駆動電極）及び感知電極の構造を示す図である
。
【００５８】
　図４を参照すれば、共通電極７０は、一体型でなく、第１方向（一例として、水平方向
）に所定間隔離間して配列される複数の共通電極パターンで実現されて相互静電容量方式
タッチスクリーンパネルの駆動電極として活用される。
【００５９】
　また、共通電極７０は、各ゲート配線Ｇ１～Ｇｎと対応するように同じ方向に形成され
、これにより、ｉ番目の共通電極Ｘｉはｉ番目のゲート配線Ｇｉが連結された１行の画素
と連結される。即ち、ｉ番目のゲート配線Ｇｉに連結された１行の画素は自ら含んでいる
画素電極５０を、液晶キャパシタＣｌｃを通じてｉ番目の共通電極Ｘｉに連結する。
【００６０】
　共通電極７０に対応する複数の感知電極７２は、第１方向と交差する第２方向（一例と
して、垂直方向）に所定間隔離間して配列される複数の感知電極パターンからなり、第２
基板６１の外側に形成される。
【００６１】
　第２偏光板８２とウィンドウ１９０が設置される場合には、感知電極７２が第２基板６
１とウィンドウ１９０との間に形成され得る。従って、具体的な例として、図３に示すよ
うに、感知電極７２が第２偏光板８２の上面に形成されてもよく、または、感知電極７２
がウィンドウ１９０の下面に形成されてもよい。あるいは、感知電極７２が、第２基板６
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１の上面又は第２偏光板８２の下面にも形成されてもよい。
【００６２】
　ここで、感知電極７２は、透明導電性物質（一例として、ＩＴＯ）で形成され、透明導
電性物質がパターンされたフィルムを第２偏光板８２又はウィンドウ１９０などに付着す
ることによって、これを実現できる。
【００６３】
　このような駆動電極としての役割を果たす共通電極７０と感知電極７２の配列により、
互いに交差する地点に対しては共通電極と感知電極との間に相互静電容量（Ｍｕｔｕａｌ
　Ｃａｐａｃｉｔａｎｃｅ）が形成され、相互静電容量が形成される各交点は、タッチの
認識を実現するそれぞれの感知セル１００となる。
【００６４】
　図４では、共通電極７０と感知電極７２が一字型のバー（Ｂａｒ）形状を有しているが
、これに限定されるものではなく、ダイアモンド形状などで形成されてもよい。
【００６５】
　共通電極７０と感知電極７２は、一例として、互いに直交（ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ）交
差する形態で配列されることが可能であり、そのほかにも異なる幾何学的構成の交差形態
（極座標配列の同心ライン及び放射状ライン）等で具現されうる。
【００６６】
　また、図３では、第２基板６１の上側に感知電極７２が位置し、第２基板６１の下側に
共通電極７０が位置することを示したが、これは一つの実施例であり、これに限定される
ことなく、その他にも共通電極７０と感知電極７２は、基板１１，６１のいずれか一側に
位置することができ、同一の層または互いに異なる層に位置することができる。
【００６７】
　また、図４では説明の便宜上、共通電極７０の数が６０個である場合を示しているが、
当然、共通電極７０の数は多様に変化し得る。
【００６８】
　図５は、本発明の第１実施形態に係る駆動を示すグラフであり、図６は、図５に示す駆
動のために共通電極駆動部及びゲート駆動部が提供する信号を示す波形図である。図５及
び図６では、説明の便宜上、共通電極７０及びゲート配線Ｇ１～Ｇｎの数が６０個である
場合を示した。この場合、６０個の共通電極７０は、第１共通電極Ｘ１～第６０共通電極
Ｘ６０からなり、６０個のゲート配線は、第１ゲート配線Ｇ１～第６０ゲート配線Ｇ６０
からなる。
【００６９】
　共通電極駆動部５は、共通電極７０からなる複数の群について、各群に含まれている共
通電極には同時に駆動信号を供給し、各群を基準に駆動信号を順次に供給する。この際、
共通電極７０は、順に区分されて複数の群を形成することができる。
【００７０】
　共通電極７０が順に区分されてなる複数の群は、最初の共通電極から順に所定数の共通
電極が各群に含まれるように形成されるものであって、一例として、図５に示すように、
第１共通電極Ｘ１から１０個単位の共通電極が、それぞれの群に含まれるように区分され
得る。
【００７１】
　即ち、第１共通電極Ｘ１から第１０共通電極Ｘ１０までは第１群（Ｇｒｏｕｐ　１）に
、第１１共通電極Ｘ１１から第２０共通電極Ｘ２０までは第２群（Ｇｒｏｕｐ　２）に、
第２１共通電極Ｘ２１から第３０共通電極Ｘ３０までは第３群（Ｇｒｏｕｐ　３）に、第
３１共通電極Ｘ３１から第４０共通電極Ｘ４０までは第４群（Ｇｒｏｕｐ　４）に、第４
１共通電極Ｘ４１から第５０共通電極Ｘ５０までは第５群（Ｇｒｏｕｐ　５）に、第５１
共通電極Ｘ５１から第６０共通電極Ｘ６０までは第６群（Ｇｒｏｕｐ　６）に区分される
。
【００７２】
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　しかし、各群に含まれる共通電極の数は変化されることができ、それに伴い、群（Ｇｒ
ｏｕｐ）の数も変化され得る。
【００７３】
　上記のような方式で区分された複数の群について、共通電極駆動部５は、同一の群に含
まれる共通電極には同時に駆動信号を供給し、各群を基準に駆動信号を順次に供給する。
【００７４】
　即ち、図５及び図６に示すように、第１群（Ｇｒｏｕｐ　１）～第６群（Ｇｒｏｕｐ　
６）のうち、同じ群に含まれている駆動電極には同時に駆動信号を供給し、第１群（Ｇｒ
ｏｕｐ　１）から第６群（Ｇｒｏｕｐ　６）までの群を基準に駆動信号を順次に供給する
。ただし、各群に駆動信号が供給される期間には、全ての共通電極７０に同じ大きさの共
通電圧Ｖｃｏｍが供給される期間が存在し得る。
【００７５】
　そのために、図４に示すように、各群に含まれる共通電極を外側で電気的に連結させて
共通電極７０を各群に分割する導電部１２０が形成されることができる。導電部１２０は
、透明導電性物質（一例として、ＩＴＯ）又はその他の金属で形成されることができる。
【００７６】
　このように導電部１２０を形成する場合には、共通電極７０と共通電極駆動部５を連結
させる共通電極配線１２１の数が減少するようになる。
【００７７】
　共通電圧Ｖｃｏｍとは、液晶表示装置で画像を表示するために各共通電極７０に同一に
供給される電圧をいい、駆動信号が供給される期間を除いて全ての共通電極７０に供給さ
れる。
【００７８】
　駆動信号は、タッチの位置を決定するためのものであって、共通電圧Ｖｃｏｍよりも高
い電圧Ｖｄであることが好ましい。
【００７９】
　駆動信号が各群を基準に順次に供給されれば、駆動信号が供給された群に含まれている
共通電極とそれと交差する感知電極の交差部位に形成される感知セル１００に指などがタ
ッチされる場合には相互静電容量の変化に伴う電圧が感知されるので、タッチの位置を感
知することができる。
【００８０】
　タッチの位置をより正確に感知するためには、上記のような駆動信号の供給回数を増加
させればよい。しかし、各ゲート配線Ｇ１～Ｇｎにゲート信号を供給して画像を表示する
場合、ゲート信号が供給されるゲート配線に対応する共通電極には駆動信号ではなく、共
通電圧Ｖｃｏｍが供給されなければならない。共通電極に駆動信号が供給されている場合
、共通電極の電圧が共通電圧Ｖｃｏｍではなく、駆動信号の電圧Ｖｄになるので、それに
より、画質異常をもたらす。
【００８１】
　そのために、本実施形態に係るゲート駆動部３は、ゲート配線Ｇ１～Ｇｎからなる複数
の群について、各群別に各群に属するゲート配線にゲート信号を順次に供給する。
【００８２】
　所定数の共通電極が順に各群に含まれるように区分される共通電極７０とは異なり、ゲ
ート配線Ｇ１～Ｇｎは一定の順番差（ｓｅｑｕｅｎｃｅ　ｄｉｆｆｅｒｅｎｃｅ）に基づ
いて複数の群に分けられる。
【００８３】
　ゲート配線Ｇ１～Ｇｎは、最初の行に位置する第１ゲート配線Ｇ１から最後の行に位置
する第Ｎゲート配線Ｇｎまでの順に配列されるが、このような順序によって付与される番
号の差を順番差と定義する。
【００８４】
　従って、一例として、図５及び図６に示すように、６０個のゲート配線Ｇ１～Ｇｎが順
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番差３になるように分けられる場合を見ると、第１群は第１ゲート配線Ｇ１、第４ゲート
配線Ｇ４、第７ゲート配線Ｇ７、…、第５５ゲート配線Ｇ５５、第５８ゲート配線Ｇ５８
からなり、第２群は第２ゲート配線Ｇ２、第５ゲート配線Ｇ５、第８ゲート配線Ｇ８、…
、第５６ゲート配線Ｇ５６、第５９ゲート配線Ｇ５９からなり、第３群は第３ゲート配線
Ｇ３、第６ゲート配線Ｇ６、第９ゲート配線Ｇ９、…、第５７ゲート配線Ｇ５７、第６０
ゲート配線Ｇ６０からなる。
【００８５】
　結局、第１群は３Ｐ－２、第２群は３Ｐ－１、第３群は３Ｐの番号を有するゲート配線
で構成される（ここで、Ｐは自然数）。
【００８６】
　しかし、このような順番差は３に限定されず、２以上の自然数に変化し得る。順番差の
変化によって形成される群の数も変化する。
【００８７】
　ゲート駆動部３は、前記方式によって区分された複数の群について、各群別に各群に属
するゲート配線にゲート信号を順次に供給する。
【００８８】
　上記例のように順番差３によって３つの群に分けられた場合、第１群に含まれる第１ゲ
ート配線Ｇ１、第４ゲート配線Ｇ４、第７ゲート配線Ｇ７、…、第５５ゲート配線Ｇ５５
、第５８ゲート配線Ｇ５８を対象にゲート信号を順次に供給し、第２群に含まれる第２ゲ
ート配線Ｇ２、第５ゲート配線Ｇ５、第８ゲート配線Ｇ８、…、第５６ゲート配線Ｇ５６
、第５９ゲート配線Ｇ５９を対象にゲート信号を順次に供給し、第３群に含まれる第３ゲ
ート配線Ｇ３、第６ゲート配線Ｇ６、第９ゲート配線Ｇ９、…、第５７ゲート配線Ｇ５７
、第６０ゲート配線Ｇ６０を対象にゲート信号を順次に供給する。
【００８９】
　前記各群へのゲート信号の供給は、１フレーム期間に順になされることによって、１フ
レームの画像を画面に表示できる。
【００９０】
　共通電極駆動部５による各群への駆動信号の供給は、ゲート駆動部３による各群へのゲ
ート信号の供給と交互になされることが好ましい。
【００９１】
　その結果、ゲート信号が供給されるゲート配線に対応する共通電極には駆動信号ではな
く、共通電圧を印加しながらも、ゲート配線Ｇ１～Ｇｎが区分される群の数と同数に駆動
信号の回数を増加させてタッチ感度を向上させることができる。
【００９２】
　図７は、本発明の第２実施形態に係る駆動を示すグラフであり、図８は、図７に示す駆
動のために共通電極駆動部及びゲート駆動部が提供する信号を示す波形図である。
【００９３】
　図７及び図８に示す第２実施形態は、前述した第１実施形態でゲート配線Ｇ１～Ｇｎが
順番差２を有するように区分された場合を示す。
【００９４】
　即ち、ゲート配線Ｇ１～Ｇ６０が順番差２を有する場合であれば、第１群は第１ゲート
配線Ｇ１、第３ゲート配線Ｇ３、第５ゲート配線Ｇ４、…、第５７ゲート配線Ｇ５７、第
５９ゲート配線Ｇ５９で構成され、第２群は第２ゲート配線Ｇ２、第４ゲート配線Ｇ４、
第６ゲート配線Ｇ６、…、第５８ゲート配線Ｇ５８、第６０ゲート配線Ｇ６０で構成され
る。結局、順番差２である場合には、奇数番目のゲート配線と偶数番目のゲート配線の２
群に区分される。
【００９５】
　従って、ゲート駆動部３は、１フレーム期間に、奇数番目のゲート配線からなる第１群
を対象にゲート信号を順次に供給し、偶数番目のゲート配線からなる第２群を対象にゲー
ト信号を順次に供給する。
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【００９６】
　第１実施形態と同様に、共通電極駆動部５による各群への駆動信号の供給は、ゲート駆
動部３による各群へのゲート信号の供給と交互になされることが好ましい。
【００９７】
　図９は、図３に示す共通電極パターン（駆動電極）及び感知電極の他の構造を示す図で
ある。図１０は、本発明の第３実施形態に係る駆動を示すグラフである。図１１は、図１
０に示す駆動のために共通電極駆動部及びゲート駆動部が提供する信号を示す波形図であ
る。
【００９８】
　図１０及び図１１を参照すれば、本発明の第３実施形態に係る共通電極駆動部５は、奇
数番目の共通電極と偶数番目の共通電極のそれぞれが順に区分されてなる複数の群につい
て、各群に含まれている共通電極には同時に駆動信号を供給し、奇数番目の共通電極から
なる複数の群について各群を基準に駆動信号を順次に供給し、偶数番目の共通電極からな
る複数の群について各群を基準に駆動信号を順次に供給する。
【００９９】
　ゲート配線Ｇ１～Ｇｎにゲート信号を供給するゲート駆動部３の動作は、第２実施形態
と同一であるが、第３実施形態では共通電極７０が奇数番目の共通電極と偶数番目の共通
電極のそれぞれを対象に順次区分される。即ち、奇数番目の共通電極のうち、最初の共通
電極である第１共通電極Ｘ１から所定数単位の奇数番目の共通電極が各群に含まれ、偶数
番目の共通電極のうち、最初の共通電極である第２共通電極Ｘ２から所定数単位の偶数番
目の共通電極が各群に含まれる。
【０１００】
　一例として、図１０に示すように、奇数番目の共通電極は、第１共通電極Ｘ１、第３共
通電極Ｘ３、第５共通電極Ｘ５、第７共通電極Ｘ７、第９共通電極Ｘ９を含む第１群（Ｇ
ｒｏｕｐ　１＿０）、第１１共通電極Ｘ１１、第１３共通電極Ｘ１３、第１５共通電極Ｘ
１５、第１７共通電極Ｘ１７、第１９共通電極Ｘ１９を含む第２群（Ｇｒｏｕｐ　２＿０
）、第２１共通電極Ｘ２１、第２３共通電極Ｘ２３、第２５共通電極Ｘ２５、第２７共通
電極Ｘ２７、第２９共通電極Ｘ２９を含む第３群（Ｇｒｏｕｐ　３＿０）、第３１共通電
極Ｘ３１、第３３共通電極Ｘ３３、第３５共通電極Ｘ３５、第３７共通電極Ｘ３７、第３
９共通電極Ｘ３９を含む第４群（Ｇｒｏｕｐ　４＿０）、第４１共通電極Ｘ４１、第４３
共通電極Ｘ４３、第４５共通電極Ｘ４５、第４７共通電極Ｘ４７、第４９共通電極Ｘ４９
を含む第５群（Ｇｒｏｕｐ　５＿０）、第５１共通電極Ｘ５１、第５３共通電極Ｘ５３、
第５５共通電極Ｘ５５、第５７共通電極Ｘ５７、第５９共通電極Ｘ５９を含む第６群（Ｇ
ｒｏｕｐ　６＿０）に分けられ、偶数番目の共通電極は、第２共通電極Ｘ２、第４共通電
極Ｘ４、第６共通電極Ｘ６、第８共通電極Ｘ８、第１０共通電極Ｘ１０を含む第１群（Ｇ
ｒｏｕｐ　１＿Ｅ）、第１２共通電極Ｘ１２、第１４共通電極Ｘ１４、第１６共通電極Ｘ
１６、第１８共通電極Ｘ１８、第２０共通電極Ｘ２０を含む第２群（Ｇｒｏｕｐ　２＿Ｅ
）、第２２共通電極Ｘ２２、第２４共通電極Ｘ２４、第２６共通電極Ｘ２６、第２８共通
電極Ｘ２８、第３０共通電極Ｘ３０を含む第３群（Ｇｒｏｕｐ　３＿Ｅ）、第３２共通電
極Ｘ３２、第３４共通電極Ｘ３４、第３６共通電極Ｘ３６、第３８共通電極Ｘ３８、第４
０共通電極Ｘ４０を含む第４群（Ｇｒｏｕｐ　４＿Ｅ）、第４２共通電極Ｘ４２、第４４
共通電極Ｘ４４、第４６共通電極Ｘ４６、第４８共通電極Ｘ４８、第５０共通電極Ｘ５０
を含む第５群（Ｇｒｏｕｐ　５＿Ｅ）、第５２共通電極Ｘ５２、第５４共通電極Ｘ５４、
第５６共通電極Ｘ５６、第５８共通電極Ｘ５８、第６０共通電極Ｘ６０を含む第６群（Ｇ
ｒｏｕｐ　６＿Ｅ）に分けられる。
【０１０１】
　このとき、共通電極駆動部５は、同じ群に含まれている共通電極には同時に駆動信号を
供給し、奇数番目の共通電極からなる複数の群と偶数番目の共通電極からなる複数の群に
ついて、個別に各群を基準に駆動信号を順次に供給する。
【０１０２】
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　即ち、図１０及び図１１に示すように、奇数番目の共通電極からなる複数の群である第
１群（Ｇｒｏｕｐ　１＿０）から第６群（Ｇｒｏｕｐ　６＿０）まで群を基準に駆動信号
を順次に供給し、偶数番目の共通電極からなる複数の群である第１群（Ｇｒｏｕｐ　１＿
Ｅ）から第６群（Ｇｒｏｕｐ　６＿Ｅ）まで群を基準に駆動信号を順次に供給する。
【０１０３】
　そのために、図９に示すように、奇数番目の共通電極からなる複数の群である第１群（
Ｇｒｏｕｐ　１＿０）～第６群（Ｇｒｏｕｐ　６＿０）と偶数番目の共通電極からなる複
数の群である第１群（Ｇｒｏｕｐ　１＿Ｅ）～第６群（Ｇｒｏｕｐ　６＿Ｅ）にそれぞれ
含まれる共通電極を外側で電気的に連結する導電部１２０が形成され得る。
【０１０４】
　このとき、奇数番目の共通電極からなる複数の群への駆動信号の供給は、奇数番目のゲ
ート配線からなる群へのゲート信号の供給の前になされ、偶数番目の共通電極からなる複
の数群への駆動信号の供給は、偶数番目のゲート配線からなる群へのゲート信号の供給の
前になされることが好ましい。
【０１０５】
　即ち、奇数番目の共通電極からなる複数の群である第１群（Ｇｒｏｕｐ　１＿０）から
第６群（Ｇｒｏｕｐ　６＿０）まで群を基準に駆動信号が順次に供給された後に奇数番目
のゲート配線にゲート信号が順次に供給され、偶数番目の共通電極からなる複数の群であ
る第１群（Ｇｒｏｕｐ　１＿Ｅ）から第６群（Ｇｒｏｕｐ　６＿Ｅ）まで群を基準に駆動
信号が順次に供給された後に偶数番目のゲート配線にゲート信号が順次に供給される。
【０１０６】
　以上説明したように、本発明の最も好ましい実施形態について説明したが、本発明は、
上記記載に限定されるものではなく、特許請求の範囲に記載され、又は明細書に開示され
た発明の要旨に基づき、当業者において様々な変形や変更が可能なのはもちろんであり、
斯かる変形や変更が、本発明の範囲に含まれることは言うまでもない。
【符号の説明】
【０１０７】
３　ゲート駆動部、
４　データ駆動部、
５　共通電極駆動部、
６　タイミング制御部、
１１　第１基板、
６１　第２基板、
５０　画素電極、
７０　共通電極、
７２　感知電極、
９０　液晶層。
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摘要(译)

要解决的问题：提供与触摸屏面板集成的薄型液晶显示器，其处理时间和工艺成本降低。解决方案：触摸屏面板集成型液晶显示器
包括：多个像素P，每个像素P连接到多条数据布线D1-Dm中的一条，并且多条栅极布线G1-Gn中的一条被分成多个组;多个检测电
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极;多个公共电极分成多个组;公共电极驱动单元5，用于同时向包括在同
一组中的公共电极提供驱动信号，并随后向多组公共电极中的每一组提
供驱动信号;栅极驱动单元3，用于随后将栅极信号分组提供给属于多组
栅极布线G1-Gn中的每一组的栅极布线。


